
＜個人ワーク＞データ分析手法体験会

2026/2/12
群馬県 令和7年度 GTFS-JP データ作成研修会②データ活用研修会



用意するソフトウェアとデータ、注意点について

• ソフトウェア
• QGIS

• GTFS-GO（QGISプラグイン）

• データ
• GTFSデータ

• 人口メッシュデータ

＜注意点＞
• 「QGIS」をインストールするPCには、メモリが最低でも8GB以上、ストレー

ジの空き容量を4GB以上確保が必要

• 行政機関が管理するPCではアプリケーションのインストールには許可が必要
な場合あり

• インターネット経由で地図を参照する事もあるので、インターネットへの接
続を推奨 ※接続が無くても利用は可能
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必要データのDL



手順1. QGISのインストール

• 以下のWebサイトから、
ソフトウェアをダウンロードしてください。

「QGISのダウンロード」
https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html

• インストール手順については、国土交通省から提供のマニュアル等、
HP等で詳細なマニュアルが公開されていますので、そちらを参考に
してください。
• 国土交通省「QGIS操作マニュアル – 国土数値情報」

https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/QGIS_manual.pdf

• 朝⽇航洋株式会「QGIS インストールマニュアル
https://www.nies.go.jp/chiiki/jqjm1000000guawf-att/jqjm1000001c6r4x.pdf

• 大和ライフネクスト(株)マンションみらい価値研究所「QGISインストールマニュアル」
https://mhlw-grants.niph.go.jp/system/files/report_pdf/202117001A-sonota4_0.pdf
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QGISのダウンロード
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手順2.GTFS-GO（QGISプラグイン）のインストール

• QGISを起動させ、メニューバーにある
「プラグイン」を選択、その後「プラ
グインの管理とインストール…」を選択
し、プラグインの一覧が表示された画
面を表示してください。

• 検索窓で “GTFS-GO” と入力し候補が表
示されたら、「GTFS-GO」を選択し右下
のボタンよりインストールを行ってく
ださい。

• 画面上部に「プラグインのインストー
ルに成功しました」と表示されたら、
この画面を閉じてください。
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QGISのメイン画面

QGISのプラグイン選択画面



手順3.GTFSデータのダウンロード

• 運行頻度路線図を作成したい公共交通機関のGTFSデータをダウンロードしてください。
• データはオープンデータとして公開されているものでも、自分で作成したデータでも構いません。

• オープンデータを利用する場合には、以下のWebサイトにデータがまとまって掲載されているので
ご活用ください。

• オープンデータ協議会「公共交通オープンデータセンター」
https://ckan.odpt.org/dataset

• (一社) 社会基盤情報流通推進協議会「GTFSデータリポジトリ」
https://gtfs-data.jp/search
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GTFSデータリポジトリ公共交通オープンデータセンター
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手順4.市町村「簡易100mメッシュ人口データ」のダウンロード

• 以下のWebサイトより、GTFSデータの公共交通機関が運行する地域の
簡易100mメッシュ人口データをDLしてください。
• 地域・交通データ研究所

「地域分析に有用なデータの提供・令和2年簡易100mメッシュ人口データ」
https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html

7地域分析に有用なデータの提供・令和2年簡易100mメッシュ人口データ

https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html
https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html
https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html


運行頻度図の作成



手順5. QGIS上でベースとなる地図を表示

• QGISのメイン画面左側「ブラウザ」パネルから、
「XYZ Tiles」を右クリックし「新規接続」を選択してください。

• 表示された画面で、以下のように入力し、最後にOKを選択してください。
名称：地理院地図（淡色）  URL：https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/pale/{z}/{x}/{y}.png

• 「ブラウザ」パネルの「XYZ Tiles」を開くと表示される、「地理院地図（淡色）」を、画面
左下の「レイヤ」パネルにドラッグしてください。
※「ブラウザ」パネル自体が表示されていない場合は、メニューバーの「ビュー」から「パネル」
を選択し、出てくるメニューの中から「ブラウザ」を選択します。
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ドラッグ

＜注意＞

今回の勉強会では「地理院地
図の淡色」地図を下図として
表示する手順を説明します。

※インターネットに接続されて
いるPCをご利用ください。



手順5. QGIS上でベースとなる地図を表示

• 「レイヤ」パネルの「地理院地図（淡色）」を右クリックし、
「レイヤの領域にズーム」をクリックしてください。

• マウスのホイールを上に回して世界地図が表示されたら、
そのままマウスを使い⽇本付近を拡大して表示してみてください。
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手順6. GTFS-GOを使ってバスの運行頻度図を作成

• メニューバーにある「Web」を選択後に、
「GTFS-GO」を選択しプラグインを起動させ
てください。
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• 「GTFSデータを選択」にて、【手順３】でDL
したGTFSファイル（ZIP形式）を選択してく
ださい。



参考）GTFS-GOの機能について
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停留所と経路を
可視化する時に使う設定

運行頻度を
集計するための設定

運行⽇の指定

運行時間の指定



参考）「stop_id」の区切り位置について
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• 松本市のデータの場合 • 東京都交通局のデータの場合



手順7. GTFS-GOを使ってバスの運行頻度図を作成

•表示されているGTFS-GOの画面で、
以下のように内容を入力または選択し、
最後に「QGISに読み込む」を選択してください
•出力先フォルダ： PC内の任意のフォルダを指定

•経路と停留所を描画：今回はチェックを外す

•運行頻度を集計：チェックを付ける

•運行⽇で抽出：チェックを付け、
運行頻度を集計したい⽇付を選択

•stopを名寄せする：チェックを付ける
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• QGISのメイン画面に運行頻度図が表示されます。

• 背景の地図の不透明度を設定すると、線が見えやすく
なります。
［地理院地図を右クリック → プロパティ → 透明度］

右クリック



運行間隔
＜確認手順＞

• GTFS-Goを使い作られたレイヤの
「aggregated_routes」を右クリック

•「属性テーブルを開く」を選択

参考）描画されているデータを確認

QGISは、データを可視化するだけのツール
＝GTFS-Goで可視化された線等も全てデータとして残っている
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前の停留所（ID 名称）

ショートカット

「F6」

データはコピーして、Excel等に張り付けも可能

後の停留所（ID 名称）



参考）GTFS有効期限の確認

• 運行頻度が集計されない場合には、
GTFSデータの有効期限を見直してみてください。
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メッシュ人口データの表示方法



手順8. メッシュ人口データの取り込み

• 手順4でDLしたファイルを展開（ZIPファイルを解凍）し、
展開したフォルダ内に含まれる拡張子が「.shp」のファイルを、
QGISの「レイヤ」にドラッグしてください。
• ファイルをドラッグした際に確認画面が表示されたら、画面右下のOKを選択してください。
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展開

ドラッグ



手順9. レイヤの表示順変更

• レイヤの順番が以下の通りになるよう、レイヤをドラッグし順序を調整し
てください。

1.「feed」 ※GTFS-GOで作成したレイヤ
2.「100m_mesh_pop2020…」 ※人口メッシュを可視化したレイヤ
3.「地理院地図（淡色）」
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ドラッグ



手順10. 人口メッシュレイヤの色付け

人口の多寡を色の濃淡で表現すると、地域の人口分布の状況が把握しやすくなります。

• 「100m_mesh_pop2020…」レイヤを右クリックして「プロパティ」を
選択したあと、「シンポロジ」を選択してください。
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手順10. 人口メッシュレイヤの色付け

• 色の付け方のルールが「単一定義<single>」となっているので、
「連続値による定義<graduated>」に変更してください。

21



手順11. 人口メッシュレイヤの色付け

• 「値(Value)」を「1.2 Pop T」に変更してください。

• モードを「丸め間隔（Pretty）」から「等間隔分類」または、
複数自治体の人口データを読み込む場合も考慮して「固定間隔」に変更してください。
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固定間隔の場合
間隔サイズを調整しOKを選択

等間隔分類の場合
クラス数を調整しOKを選択



手順11. 人口メッシュレイヤの色付け
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• QGISのメイン画面で100mメッシュあたりの人口分布の状況が
色の濃淡で表現されます。



応用編（ここまでで学んだ知識の発展形）



応用編１ QGISおよびGTFS-GOの機能を活用

• 特定の運行頻度を満たす区間だけを表示
• 例：1⽇30本以上（≒1時間2本）の区間を表示
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• 指定時刻以降に運行するバスのみを表示
• 例：学校の部活が終わる18時以降に運行する

便を絞り込む

※1⽇30本以上は？
「都市構造の評価に関するハンドブック」で
「基幹的 公共交通路線」として説明されている
鉄道路線及びバス路線の運行頻度
（概ねピーク時片道３本以上に相当）

国土交通省都市局都市計画課「都市構造の評価に関するハンドブック」
https://www.mlit.go.jp/common/001104012.pdf

https://www.mlit.go.jp/common/001104012.pdf


応用編2 人口データの経年変化（予測値）を可視化
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• 人口しい系データをDLする。今回は簡易100mメッシュ人口データ
（３年次、年齢４区分人口）を用いる
• 地域・交通データ研究所

「地域分析に有用なデータの提供・簡易100mメッシュ人口（３年次年齢４区分）」
https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html#M1Mesh
※2010年(H22年)の国勢調査をベースに算出した数値となるため、

計画策定時等に利用する場合にはその点に留意が必要

地域分析に有用なデータの提供・令和2年簡易100mメッシュ人口データ

https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html#M1Mesh
https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html#M1Mesh
https://gtfs-gis.jp/teikyo/kani_100m_download2020.html#M1Mesh


応用編2 人口データの経年変化を可視化

• 手順4でDLしたファイルを展開（ZIPファイルを解凍）し、
展開したフォルダ内に含まれる拡張子が「.shp」のファイルを、
QGISの「レイヤ」にドラッグしてください。
• ファイルをドラッグした際に確認画面が表示されたら、画面右下のOKを選択してください。
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展開

ドラッグ



＜データ確認手順＞
・データ内容を確認したいレイヤを選択し右クリック
・「属性テーブルを開く」を選択

応用編2 人口データの経年変化を可視化

• レイヤに含まれているデータ内容を確認してください

28

ショートカット

「F6」

2010年人口
（調査実績がベース基にエリアで推計）

2025年人口
（2010年の値を元に推計）



応用編2 人口データの経年変化を可視化

• 将来予測人口を可視化してください。
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＜手順＞

• レイヤを右クリックして「プロパティ」を選択したあと、
「シンポロジ」を選択

• 色の付け方のルールを
「連続値による定義<graduated>」に変更

• 「値(Value)」を「R2040TT」に変更

• モードを「等間隔分類」または、「固定間隔」に変更



応用編2 人口データの経年変化を可視化

• 2050年値と2010年の値を比較して、人口の増減率を求めてください。
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＜手順＞
• データ内容を確認したいレイヤを選択し右クリック
• 「属性テーブルを開く」を選択
• 「フィールド計算機」を開く
• 「フィールド型」を【小数点付き数値（real)】に変更
• 出力する属性（フィールド）の名前に、

【2040-2010】等の名称を入力
• 式に以下の数式を入力

【 (  "P2040TT"  - "P2010TT"  )  /  "P2010TT" 】
※2040年と2010年の差分から増減率を計算

• 「OK」を選択
• フィールドの一番右側に

【2040-2010】という項目が追加されたことを確認



応用編2 人口データの経年変化を可視化

• 人口の増減率を可視化してください。
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＜手順＞

• レイヤを右クリックして「プロパティ」を選択したあと、「シンポロジ」を選択

• 色の付け方のルールを「連続値による定義<graduated>」に変更

• 「値(Value)」を「2040-2010」に変更

• モードを「等間隔分類」または「固定間隔」に変更

• カラーランプを調整



応用編3 改正内容の可視化

• 改正前後のGTFSデータをDLし、GTFS-GOで両データを読み込む

• 両レイヤの「属性テーブル」を開き内容をエクセルファイルの
別シートに出力
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改正前データ（990件）

改正後データ（990件）

GTFSデータリポジトリ「松本市 長野県 地域連携バス」
https://gtfs-

data.jp/search?pref=%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C&target_feed=matsu
motocity*guruttoMatsumotobus2

https://gtfs-data.jp/search?pref=%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C&target_feed=matsumotocity*guruttoMatsumotobus2
https://gtfs-data.jp/search?pref=%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C&target_feed=matsumotocity*guruttoMatsumotobus2
https://gtfs-data.jp/search?pref=%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C&target_feed=matsumotocity*guruttoMatsumotobus2
https://gtfs-data.jp/search?pref=%E9%95%B7%E9%87%8E%E7%9C%8C&target_feed=matsumotocity*guruttoMatsumotobus2


応用編3 改正の内容を可視化

• Excel上で改正前後のデータを組み合わせ、区間の重複がないデータ
を作成し、改正前後の運行本数を転記する(xlookup活用)
※停留所の緯度経度を変更していない場合

「wkt_geom」の項目が索引（キー）として利用可能
※停留所の緯度経度が変更になる場合は、停留所IDを利用
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A B

＜データのイメージ＞

和集合 ITの基礎知識｜ITパスポート・基本情報
https://basics.k-labo.work/2017/10/31/データベースの操作（２）/

Excelでは、
重複データを削除する

この機能が便利

https://basics.k-labo.work/2017/10/31/データベースの操作（２）/
https://basics.k-labo.work/2017/10/31/データベースの操作（２）/
https://basics.k-labo.work/2017/10/31/データベースの操作（２）/
https://basics.k-labo.work/2017/10/31/データベースの操作（２）/
https://basics.k-labo.work/2017/10/31/データベースの操作（２）/


応用編3 改正の内容を可視化
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• Excelにて以下のような改正前後のデータ集計を行い、
CSV（UTF-8形式）で保存する

位置情報（キー/索引）
改正前
本数

改正後
本数 差分

前の停留所
（ID・名称）

後の停留所
（ID・名称）

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼



応用編3 改正の内容を可視化
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• メニューバーから「データソースマネージャ」を選択し、
CSVファイルをQGISで読み込む

QGISのメイン画面

Excelから出力したファイルを指定

文字コードはUTF-8を選択



応用編3 改正の内容を可視化
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• データが描画されたら、差分の数値を表示させます

• 読み込んだデータの
レイヤを右クリックし、
プロパティを開きます

• 「ラベル」を選択し
「単一定義」を選択します

• 「値」は「difference」
を選択しOKを押します

• 改正前後の運行本数の差分が
表示されました



• 改正で増便だった区間を可視化する場合

• 改正で減便だった区間を可視化する場合

応用編3 改正の内容を可視化
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• 改正で影響のあった区間だけ見えるようにします。

• 手順は、この資料の31ページを参考にしてください。



応用編3 改正の内容を可視化
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• 改正の影響がある区間だけが見えるようになります。

改正で増便された区間 改正で減便された区間
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